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秋 田 県 内 の 畑 土 壌 の 実 態 と対 策
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l は じ め に

これは,昭和54年から57年にかけて行なった土壊環境基

礎調査の中の畑土壌調査結果を主体にまとめたもので,こ

れをもとに,秋田県内の畑土壌の実態と対策について考察

した。

2調 査 方 法

(1)土壌環境基礎調査 (定点調査 )地 点数 150,断面

調査,土壌分析調査。

表 1 畑土壌の土壌群別面積及び面積割合

数が大きく,生産力は低い。

表 2には,代表的な 5項目について地域別に平均値と各

々の数値の幅を示した。pH(H20)は , 全平均で57で

あり地域別にみると秋田,南秋地域が 63と高く,本荘由

利地域は 53で低い値を示 している。地目別では普通畑と

樹園地で差はなく牧草地で若干低い値になっている。また,

頻度分布をみると適正範囲にあるものは20%程度で少なく,

pH 6以下が 60%以上を占めており,畑作物の生産面から

すればこれを高めることが必要である。

塩基飽和度は平均値で49%であり概しr/1ヽさく,頻度分

布でみると改良目標値の80%に達しているのは全体の25%

以下であり,全体の60%以上が低い値を示している。石灰,

苦土などの塩基類の最低必要値はほぼ確保されているが全

表2 地域別平均値及び数値の幅

(秋田県農業試験場 )
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●)上襲保全対策診断調査 八竜町鵜川地区 :地点数

100,断面調査,土壌分析調査。秋田市四ツ小屋地区 :地

点数 35,断面調査,土壌分析調査。

3調 査 結 果

県内の畑ELAの分布状況を表 1に示した。黒ボク土壌が

55%で もっとも多く,次いで褐色森林土の16%,褐色低地

土の12%な どであり,他のタイプは数 %で分布面積は少な

い。本県の畑ILAは黒ポク土等が多いため火山性に起因す

るものが多く粘土鉱物はアロフェンが主体で,燐酸吸収係

(″ )

体のパランスとしての塩基飽和度を高めることにより前述

の pH等も適正になると考えられる。地域別では,秋田,

南秋地域で高 く76%の値を示すのに対し県北地域が低い。

地目別では,牧草地が普通畑の約半分の値になっている。

次に可給態P205では,平均値で 441“/100夕 で改良目

標値の20ッ/100夕 に対し約 2倍量になっている。 これは,

熔燐等の資材の施用がゆきわたったためと考えられる。た

だし,ば らつきが大きく特に普通畑では最低01“/100タ

から最高 300“ /100夕 と著しい幅があり,20″/100′ 以下

の地点が非常に多い。地目別では,牧草地力増 通畑の1/4程

度になっている点で注目される。Ca/Mg,Mg/K比の塩

基のパランスについてみると,Ca/Mg比は平均で ,4で

あり改良目標値の 6以下よりやや高い値で MgO含量の低
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いことが知られる。頻度分布では 6以上の地点が45%以上

を占め,更に10を越したものが20%み られた。Mg/k比は
,

平均値 12で改良目標値 (20)よ り低い値で K20含量が

多い。Ca o,MgO,K20の各々は目標を十分達成して

いるが,バランスの面からすれば苦ILI資材の補給が必要

である。また,土壌タイプ別に整理したものを表 3に示 し

た。これによると砂丘未熟土は各種養分が少なく,面積の

多い黒ボクも塩基飽和度,可給態 P205等力離曇Ч直で改良

表3 土壌群,地 目別,分析値平均

表4 目標達成状況

表5 土壌保全対策診断調査事例

表 5に は,特定の地域における対策診断調査の結果を示

した。秋田市四ツ′筵 地区は褐色低地上の芝統であるが ,

作土が浅く塩基のバランスがくずれていることなどが大き

い特徴としてあげられる。また,り ん酸濃度は著 しく高い。

八竜町鵜川地区は黄色上の能代統が多くを占める地域であ

るが,pH, 塩基飾和度が低く,特に塩基のアンバランス

の目立つのが特徴としてあげられ土壌改良資材等の適正施

用による改良対策が必要である。

以上,定点調査と土壌保全対策診断調査の一部について

みたが,近年土壌改良に対する関心が高く,ま た,資材の

施用が一般化したこともあって土壌中の塩基含量が高まる

対策が必要であることが知られる。

表 4に は,改良目標値に対 してどの程度達成されている

かを示 した。達成率の高いものとしては,可給態 P205,

Ca/Mg比等であり,塩基飽和度は16%と 最も低い値で置

換性の 3成分も40%台で達成率が低い。地域別にみると大

曲,仙北地域で低い傾向がみられる。畑上壌は水田土壌に

比し各項目で目標値に対する達成率力泄 く,土作りの観点

からも未達成の改良に特に重点をおくべきと考える。

(″ /100′ )

(“ /100′ )

方向に進んでいるが,現時点で問題点をあげるとすれば
,

pHの 適正化,塩基飽和度の底上げ,塩基バランスの改良

等が考えられ,石灰質資材の施用のはか苦土質資材の投与

に留意 してバランスを改良する必要があると考えられる。

また,堆肥等の有機質資材の施用を行なって地力の維持

増強を図ることが必要で,これら,有機,無機の資材の施

用によって意のこもった対策を講じて行くことが大切であ

る。
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牧 草 地 2, 3 32 1 1 249
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